
１

連立方程式 の解 ， の個数は 個である。

　

次方程式 の つの解を ， ， とするとき，

である。

　

の 文字を全て使用して作成した文字列をアルファベット順の辞書式に並べる

とき， となるのは 番目である。

　

， のとき， の最小値は である。

　

の範囲で方程式 を満たす の値は
ア

である。また，

この に対して， の値は
イ

である。

　ア　 　　イ　

， ， の大小関係は
ア イ ウ

である。

　ア　 　　イ　 　　ウ　

関数 のグラフは のグラフを 軸方向に
ア

だけ平

行移動したものであり，その正で最小の周期は
イ

である。

　ア　 　　イ　

不等式 の表す領域を 軸の周りに 回転してできる回転体の体積は
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である。

　

複素数平面上の点 が を満たすとき，点 は中心
ア

，半径

イ

の円周上にある．

　ア　 　　イ　

のとき， の最大値が ，最小値が であるとき，

ア

，
イ

となる．ただし， とする．

　ア　 　　イ　

解説

……①

……②
　とおく。

①から　　 　　または　　

　 のとき

　②から　　 　　　　よって　　 ，

　 のとき

　②から　　

　すなわち　　 　　　　よって　　 ，

　ゆえに， のとき ， のとき

， から　　 ， ， ， ， ， ， ， ，

したがって，解 ， の個数は　　 個

次方程式の解と係数の関係から　　 ，

よって　　 ･

辞書式に並べたときの 番目の文字列は　

　　 △△△△の形の文字列は　 個

　　 △△△△の形の文字列は　 個

　　 △△△の形の文字列は　 個

　　 △△の形の文字列は　　 個

　　 △△の形の文字列は　　 個

その次の文字列が である。
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よって， となるのは　　 番目

　

， であるから　　

よって，相加平均 相乗平均の関係により

　　　　　 ･

等号は すなわち のとき成り立つ。

したがって，求める最小値は　

， のとき

であるから　　

ゆえに　　

また， であるから　　 　　すなわち　　

であり， は において単調に増加するから，

のとき， である。

よって　　
ア

　　これは を満たす。

また， 倍角の公式， 倍角の公式から

　　　　

であるから　　

よって， から

　　　　

これを について解くと　　

であるから，求める の値は　　
イ

， より　　

， であるから　　

， より　　

， であるから　　

したがって　　
ア イ ウ

　……①を変形すると　
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よって，①のグラフは， のグラフを 軸方向に
ア

だけ平行移動したも

のであり，その正で最小の周期は
イ

である。

不等式の表す領域は右の図の斜線部分である。

領域は 軸， 軸に関して対称であるから，求める体積を

とすると　　

から　　

よって　　

　　　　　

から　

ゆえに　

整理して　

よって　 から　

したがって，点 は中心 ，半径 の円周上にある．

は減少関数であるから

のとき最大となり　

のとき最小となり　

ゆえに　

両辺を 乗すると　

よって　 　　したがって　 ，

２

　 　 ， ， ， 　　 　

　 ， とすると， は が進む方向と

　同じ向きで　　

　よって，時刻 における は次のように表される。

　　　 ， ， ，

　ゆえに，時刻 における点 の座標は　　 ，

　また， ， とすると， は が進む方向と

　同じ向きで　　

　よって，時刻 における は次のように表される。
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　　　 ， ， ，

　ゆえに，時刻 における点 の座標は　　 ，

　 点 ， ， が一直線上に並ぶとき， は実数 と表される。

　 の結果より， ， ， ， であるから

　　　　 ， ，

　両辺の成分を比較して

　　　　 　……①

　　　　 　　 ……②

　① ②から　　 　　　　よって　　

　これと②から　　 　　　　すなわち　　

　これを解くと　　

　 から，求める時刻 は　　

３

　 　 　　 　 　　 　 　　 　

手順 において，男子 人，男子 人と女子 人，男子 人と女子 人，女子 人が委員

に選ばれるという事象をそれぞれ ， ， ， とする。

人から 人の委員を選ぶ選び方は 通りで，これらは同様に確からしい。

よって　

･･

･･

･･

･･

，
･

･
･

･

･･

･･

　　　　
･

･
･

･

･･

･･

，

･･

･･

･･

･･

　男子 人，女子 人が委員に選ばれるのは，事象 がおき，手順 で女子が選ばれ

　る場合と，事象 がおき，手順 で男子が選ばれる場合である。

　これらは排反であるから，その確率は　　

　男子 人，女子 人が委員に選ばれるのは，事象 がおき，手順 で女子が選ばれ

　る場合と，事象 がおき，手順 で男子が選ばれる場合である。

　これらは排反であるから，その確率は　　

　男子 人，女子 人が委員に選ばれるのは，事象 がおき，手順 で女子が選ばれ

　る場合と，事象 がおき，手順 で男子が選ばれる場合である。

　これらは排反であるから，その確率は　　

　 ， より，男子 人，女子 人が委員に選ばれる確率は　
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　男子 人，女子 人が委員に選ばれ，かつこの委員の中にクラスの特定の男子 名

　｢藤田太郎｣が含まれているのは，手順 で ｢藤田太郎｣を含む男子 人と女子 人が選

　ばれ，手順 で女子が選ばれる場合と，手順 で ｢藤田太郎｣と女子 人が選ばれ，手

　順 で男子が選ばれる場合と，手順 で ｢藤田太郎｣でない男子 人と女子 人が選ば

　れ，手順 で ｢藤田太郎｣が選ばれる場合である。

　これらは排反であるから，その確率は
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